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					このページは検証済みです
前にし生を後にす。此れ平陸に處るの軍なり。凡そ此の四軍（ぐん）の利は、黄帝の四帝に勝てる所以なり。凡そ軍は高きを好んで
下（ひく）きを惡み、陽を貴びて陰を賤み、生を養うて實に居る。軍に百疾なき、是れを必勝といふ。
丘陵（きうりよう）
堤防（ていばう）には必ず其の陽に處て之れを
右背（うはい）にす、此れ兵の利、地の
助（たすけ）なり。上、雨ふりて
水沫（すゐまつ）至らば、
涉（わた）らんと欲する者は其定まるを待て。

　凡そ地に
絕澗（ぜつかん）、天井、天牢、天羅、天陷、天𨻶あり、必ず亟かに之れを去つて近づくなかれ。吾れは之れを
遠（さ）け敵には之れに近づかしめ、吾れは之を迎へ敵には之を
背（うしろ）にせしむ。軍の旁らに險阻、
潢井（くわうせい）、
蒹葭（けんか）、林木、
翳薈（いくわい）のところあらば、必ず謹みて
覆（かへ）す〴〵之れを
索（もと）めよ、此れ伏姦の所なり。近うして靜かなる者は其險を
恃（たの）むなり、遠くして戰を
挑（いど）む者は人の進まんを欲するなり、其居る所
易（い）なる者は
利（り）なり、衆樹動く者は來るなり、衆草
障（さゝへ）多き者は
疑（うたがふ）なり、
鳥（とり）
起（た）つ者は伏なり、獸
駭（おどろ）く者は覆なり、
塵（ちり）
高（たか）うして銳き者は車來るなり、卑うして廣き者は
徒（かち）來るなり、散じて
條達（おち〳〵にいた）る者は
樵採（たきゞとる）なり、少にして往來する者は軍を營するなり、辭卑うして益〻備ふる者は進むなり、
辭（じ）
强（つよ）くして進み
驅（か）る者は退くなり、
輕車（けいしや）先づ出でゝ其の側に居る者は陣するなり、約なくして和を請ふ者は謀るなり、奔走して兵を陣するは期するなり、半ば進み半ば退く者は
誘（おび）くなり、
杖（つゑつ）いて立つ者は飢ゑたるなり、汲んで先づ飮む者は渴せるなり、利を見て進まざる者は
勞（らう）










[image: ]

[image: ]

「https://ja.wikisource.org/w/index.php?title=Page:Bukyō_shitisyo.pdf/22&oldid=211888」から取得


					カテゴリ: 	検証済




				

			
			
		

		
			

		 このページの最終更新日時は 2023年9月30日 (土) 15:40 です。
	テキストはクリエイティブ・コモンズ 表示-継承ライセンスのもとで利用できます。追加の条件が適用される場合があります。詳細については利用規約を参照してください。



		プライバシー・ポリシー
	Wikisourceについて
	免責事項
	行動規範
	開発者
	統計
	Cookieに関する声明
	モバイルビュー



		[image: Wikimedia Foundation]
	[image: Powered by MediaWiki]





		

	
 

 

		
		

本文の横幅制限を有効化／無効化







